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はじめに
登山道の荒廃は近年の百名山ブームや中高年登山者の

増加と相まって，全国各地から報告されている（中村，

2000a）。環境省は山岳地域の登山道のあり方を検討し
（環境省，2003），山岳地域の国立公園では路線ごとに
登山道の侵食や植生荒廃状況を記録した「歩道カルテ」

の作成を進めている（環境省，2005）。また，大雪山国
立公園では生態系の脆弱性や利用状況に応じた登山道の

管理水準案が策定されている（環境省北海道地方環境事

務所国立公園・保全整備課，2006）。このように登山道
の維持管理の方策を確立することが，山岳地域共通の今

日的な課題となっている。

神奈川県北西部に位置する丹沢大山国定公園内の登山

道においても過剰利用による登山道の荒廃が進行し，侵

食による地形改変や植生破壊が顕在化している。これま

でに丹沢山地全体の登山道の現状（幅員と侵食深の状況）

を報告したものや，登山道が荒廃する要因を抽出した研

究が報告されている（彦坂ほか，2000; 中村，2000; 塩野，
2007）。
一方でオオバコなど登山道に生育する人里植物が，山

地の在来植物の生育に影響を与えるという観点から，各

地の山岳で人里植物の駆除が行なわれている（金子，

2004）。しかし人里植物が登山道外へ，どの程度侵入し
ているのかは解明されていない。さらに登山道が，舗装

道路のように微気候や光環境を変化させ周辺植生へ影響

を与えているのかも解明されていない。登山道による周

辺植生への影響の程度を評価することは，登山道のあり

方や管理手法を考える上でも重要である。そこで本研究

では，丹沢山地の登山道が周辺植生に与える影響を明ら

かにすることを目的とした。 
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調査地概要
丹沢山地は神奈川県北西部に位置する東西約 40ｋｍ，

南北約20ｋｍの山地である。丹沢山地最高峰の蛭ヶ岳（標
高 1,673ｍ）を中心として，面積 27,572haが丹沢大山
国定公園に指定されている。

植生は，標高 1,000～ 1,100ｍ以上は夏緑広葉樹林の
ブナ林に，標高 600～ 700ｍ以下は常緑広葉樹林になっ
ている。そして標高 700～ 1,000ｍの推移帯では一部モ
ミ林が成立しているほか，イヌブナ林，イヌシデ林が分

布している。風衝地や稜線沿いは低木林やササ草原とな

っている。しかし低地から中標高域までスギ・ヒノキの

人工林が広がり，二次林も多く，一部はかつて茅場とし

て利用されたススキ・シバ草原となっている。

丹沢山地西部に位置する丹沢湖の年平均降水量は

2,167mmで，夏に多く，冬に少ない夏雨型である。地
域的には丹沢山地の南部から西部にかけて降水量が多

く，東部，北部の順に少なくなる。年平均気温は標高

1,450m地点では 6.4℃，西および西北西の風が卓越する
（越地・中嶋，1997）。降雪は年に 5～ 7回，積雪深は最
大 1ｍ程度である。また登山者は通年訪れるが特に春と
秋に多い。

国定公園内には神奈川県が管理する登山道が約

220km，県の管理外だが登山道として利用されているも
のが約 20km存在する。

調査方法
尾根または斜面上の登山道周辺で，かつその周囲に急

激な地形変換やギャップのない自然林および二次林を対

象として，18調査区を設定した（図 1）。その内訳はブ
ナ林で 11調査区，ササ草原で 5調査区，ウツギ，ニシ
キウツギの低木林で 1調査区，ヤマカモジグサの優占す
る草地で 1調査区である。
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各調査区で種の出現傾向は一定では

ないが，概ね次のことが言える。登山

道内の植被率は低いが出現種数は周辺

と同程度で，樹林生の種が少なく人里

生の種と林縁生の種が多い。登山道か

らの距離が 0～ 2mでは種数が多くな
っているが，これは登山道から周辺植

生の移行帯であるため、エッジ効果に

よって種数が多くなり，林縁生の種が

増加すると考えられた。植被率も登山

道から 0～ 2ｍでやや高くなっている
が，登山道上はやや林冠が薄くなるた

めに光環境が良くなって草本層の植被

率が増加するものと推察された。

また人里生の種の生育は，1調査区
のオオバコ 1個体を除いて登山道脇約
50cm以内に限られていた。登山道から
離れた場所に人里生の種であるオオバ

コが生育していた立地は，小面積の崩

壊地だった。林床や樹冠が植生で覆わ

れていれば，人里種が入り込む余地は

ないが，他の植物が生育していない崩壊地には人里生の

種が入り込む可能性がある。以上のことから崩壊地以外

では人里生の種の侵入を考慮する必要はないが，丹沢山

地には崩壊地が多数分布することから，崩壊地に限った

調査とモニタリングが必要であろう。

登山道からの距離が 2ｍ以上では，生育立地タイプ別
の種組成割合は安定していた。このことは，登山道によ

って種組成が影響を受けるのは多くの場合，登山道から

2ｍ以内であることを示している。また森林の階層構造
が登山道によって影響を受けている調査区はなく，さら

に道路脇に形成されるマント群落に相当するものはいず

れの調査地にもなかった。

以上をふまえ，生育立地タイプ別の種組成割合によっ

て，登山道による周辺植生の影響圏を調査地ごとに推定

各調査区で，登山道から周辺植生に向かって横1～2ｍ，
縦 5～ 10ｍの帯状区を連続的に設け，各々の帯状区内
で植物社会学的植生調査（Braun-Blanquet, 1964）を行
なった。その上で全出現種について，改訂版日本植生便

覧（宮脇ほか，1983），神奈川県植物誌（神奈川県植物
誌調査会，2001）を参考にして，生態的な生育立地を樹
林生，林縁生，草原生，人里生の 4タイプに区分した（表
1）。
なお登山道の各部分の名称を図 2のように定義した。

結果および考察
全 18調査区について，登山道内から周辺に向かう各

帯状区草本層の植被率の平均（図 3(a)）と，出現種数の
平均を算出した（図 3(b)）。また表 1のように植物種の生
態的な生育立地を文献に基づいて樹林，林縁，草原，人

里の 4タイプに分け，各帯状区の出現割合の平均を示し
た（図 4(a)）。

図 1. 調査地域および植生調査地点  植生調査地点は二重丸，登山道は実線で示した．

図 2.登山道各部分の名称
図は登山道断面を表す．
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図 3.登山道からの距離と植被率および種数の変化
側壁は，側壁のある 10調査区のみのデータである．アルファ
ベットの違いは，有意差を示す .
（p＜ 0.05，Holm’s sequentially rejective multiple test）．
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表 1. 生育立地別にみた全調査区の出現種（178種）
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した。図 4(b)は影響圏 2ｍと判断した三ノ塔調査区にお
ける，生態的生育立地別の種組成の変化を示している。

人里生の種が 0～ 2ｍまで侵入しており，樹林生の種の
割合も低いが，2ｍ以遠は種組成が安定している。一方
図 4(c)の蛭ヶ岳調査区は，人里生の種は登山道外へ侵入
せず，種組成も変動が小さいことから影響圏は 0ｍと判
断される。この基準で，影響圏と幅員，侵食深，植生タ

イプとの関係を図に示した（図 5）。幅員が 10ｍ以上の
調査区の多くでは，影響圏が 2ｍとなっている。これは
樹林においては登山道上の光環境が変化することで，登

山道の周囲へ影響が及ぶためと考えられる。幅員が 5ｍ
以内で登山道が侵食されている地点では，影響圏は 0ｍ
である。この理由は登山道の側壁が，踏圧のかかる登山

道面と周辺植生の間の緩衝作用を果たしており，周辺へ

の影響が緩和されるためと推察される。その一方で侵食

深が 0cmの登山道においては，影響圏 1～ 3ｍの調査
区が多い。側壁がなく，直接に周辺植生と接する地点で

は，周辺に人里生の種が入り込みやすくなるため，周辺

植生の種組成に影響を与えるものと考えられる。また，

植生タイプの差異による影響圏の違いは，本研究では抽

出されなかったが，草原と樹林のような光環境の違いに

よって影響圏が異なってくることも考えられる。

上記の結果より周辺植生への影響圏は登山道から最大

3ｍで，その影響もわずかであると結論付けられた。道
路が周辺植生に与える影響を評価した研究では，緩傾斜

地においては，青木ヶ原のヒノキ－ツガ林で影響圏が 4
ｍ，同地域のアカマツ林で 8ｍ（井本，1978），立山の
ヒメコマツ－イワウチワ群落で 1～ 5ｍ（亀山，1976）
という結果が報告されている。また急傾斜地である立山

の道路では影響圏 10～ 15ｍ（亀山，1976）に及ぶという。
これら道路と比較すると，登山道の影響圏は小さい。登

山道では光環境の変化は微細であり，排気ガスの影響も

ないため，影響圏は小さくなるものと考えられる。

以上のように登山道が周辺植生に与える影響はわずか

であり，塩野（2007）によれば，丹沢山地の登山道の大
部分では幅員の拡幅や侵食などの荒廃は生じていないこ

とから，登山道が自然環境へ与える影響はごく小さいと

結論付けられる。しかし登山道の荒廃が続いていること

は事実であり，それぞれの荒廃の程度や形態にあった予

防的対策を取ることが求められる。

本研究を行なうにあたり，丹沢山地の登山道管理者で

ある神奈川県自然環境保全センターの吉田直哉氏，川島

実氏には貴重な助言を頂いた。また丹沢大山総合調査地

域再生チームの皆様には調査を行なうにあたり，様々な

便宜を図って頂いた。ここに記してお礼申し上げる。
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